
何から取り組めばいい
？ 今の活動でいいか自信がない



「誰一人取り残さない」ことを理念とする
SDGsのめざす姿は、2025年、ここ大
阪で開催される大阪・関西万博のテーマ、
「いのち輝く未来社会」と合致します。
大阪府は、万博誘致の段階から全国に先
駆けてSDGsの取組みを進めてきまし
た。2020年には「Osaka SDGs ビジョ
ン」を策定し、万博開催都市として、
世界の先頭に立って、SDGsの達成に貢
献していく「SDGs先進都市」の実現を
めざしています。このためには、府民
の皆さまや企業、市町村など、オール大
阪でSDGsの達成に向けて進んでいくこ
とが重要です。
本データブックは、SDGsの取組みを
進める皆さまをサポートするために作成
しました。17ゴールに関連するデータ

川久保 俊

や、府内企業等による先進事例などを、
わかりやすく取りまとめています。本
書が、「SDGsは知っているけど、何か
ら始めたらよいかわからない。」、「自社
の取組みはSDGsに貢献しているの
か。」といった疑問や不安の解消に役立
ち、社会課題の解決に向けステークホ
ルダー同士が連携し、新たなプロジェク
トが生まれるなど、SDGsの達成への
きっかけづくりにつながることを期待
しています。
「SDGs先進都市OSAKA」をめざし、共
に力を合わせ、大阪のSDGsをさらに
一歩先へ進め、大阪から世界をリードし
てまいりましょう。

2015年9月、「我々の世界を変革する：持
続可能な開発のための2030アジェンダ」
が採択されました。“Think globally, act 
locally” という言葉が示すように、SDGs
の達成には、世界の潮流を把握しつつ、
各地域で具体的な行動を起こすことが求
められています。SDGsを参照しながら地
域レベルの独自の目標（ローカルSDGs）
を策定して取り組むことが、地域の課題解
決と新たな価値の創造につながります。
しかし、いざ我々の世界を変革するため
に今日から行動に移して欲しいと要請さ
れても、具体的な行動が思い浮かばずに
戸惑ってしまうケースも多いと思われま
す。そのような時こそ、“Think globally, 
act locally” という言葉を思い出してく
ださい。自身の身の回りのことであれ

ば、課題も見つけやすくなりますし、最
初の一歩も踏み出しやすくなります。
また、SDGsアクションにおいては「デー
タ」の活用がカギとなります。データを
活用することで、現状の把握や課題の特
定、そしてそれを解決するためのアク
ションの検討が可能となります。
本書は、大阪におけるSDGs関連のデー
タをわかりやすくまとめたものです。
2030 年の目標達成に向け、効果的な取
組みの参考情報として、多くの方に活用
されることを願っております。

吉村 洋文大阪府知事

慶應義塾大学理工学部 准教授



企業が持続的に成長し、発展していくためには、長期的な視点で社会のニーズを考
慮した経営が不可欠です。長期的な経営リスクや社会環境への悪影響を回避しつつ、
新たなビジネスチャンスを獲得するための一つの考え方やツールとして、SDGsの活
用が注目されています。

SDGsが企業にとってなぜ必要か

本書のねらい

SDGsの目標年である2030年に向け、大阪府においても、
多くの府民や企業、団体の皆さまによるSDGsアクションが
活発に行われています。一方で、世界に目を向けると、
SDGsの169のターゲットのうち、現時点で進捗が順調なも
のは17%となっています。（※）こうした状況も踏まえ、こ
のたび、SDGs達成に向けて大きな役割を果たす企業・団体
の皆さまによる取組みを促進し、府域のSDGsアクションを
加速していくため、本書を作成しました。

（※）「持続可能な開発目標報告2024 (The Sustainable Development Goals 
Report 2024)」による

はじめに

本書で取り上げたデータや企業の取組事例は、皆さまに大
阪府の現状をお伝えするとともに、例えば、経営戦略に
SDGsを据える際や新たな地域課題の解決に取り組む際のヒ
ントになると考えています。本書が、皆さまの取組みの後
押しになることを期待しています。

本書は、はじめから順を追って読んでいただいても、あなたの知りたい事や興味・関心に応じて読むページや順番を変
えていただいても構いません。以下を参考に、あなたの興味のある切り口から、本書を活用してください。

169のターゲットに直接関連する指標・データを確認する
P5 へ進む
P18へ進む

17のゴールと関連する指標・データを確認する

他の企業・団体の取組みからデータやKPI の活用方法を参考にする P16へ進む

興味のあるゴール・課題や自社の業種から指標・データを確認する

既に実施している SDGs の取組みの進捗状況や達成度を知りたい
企業や団体の活動に関連するデータを集めたい

P4へ進む
指標一覧から、気になった指標・データを確認する

�



医療・福祉、公共
医療・福祉、公共
医療・福祉、公共
農林水産、医療・福祉、公共
農林水産、医療・福祉、公共
農林水産、公共
医療・福祉、公共
サービス、医療・福祉、公共
運輸・情報通信、公共
医療・福祉、教育、公共
教育、公共
教育、公共
公共
サービス、教育、公共
【全業種】
公共
公共
サービス、公共
電気・ガス、公共
電気・ガス、不動産、サービス
農林水産、製造、電気・ガス、商業
農林水産、製造、商業
【全業種】
医療・福祉、教育、公共
製造
製造、商業、不動産、サービス
製造、サービス、教育
医療・福祉、公共
製造、商業、不動産、サービス
【全業種】
建設、不動産、公共
建設、運輸・情報通信、公共
建設、運輸・情報通信、公共
建設、製造、商業、サービス
建設、製造、商業、サービス
【全業種】
建設、金融・保険、不動産、公共
【全業種】
【全業種】
農林水産、建設、製造、公共
農林水産
農林水産、公共
農林水産、不動産、公共
農林水産、サービス、公共
農林水産、サービス、公共
公共
医療・福祉、公共
公共
公共
【全業種】
公共
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※ゴールの達成に向けて増加を目指すものを「＋」、 減少を目指すものを 「－」で示しています。

データから探す 本書に収録されているデータの一覧と、それに関連するゴール及び業種を示します。
各データは、SDGs達成度評価指標から選定しています。
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相対的貧困率（％）
生活保護受給世帯率（％）
人口10万人当たりホームレス数（人）
人口10万人当たり栄養失調による死亡者数（人）
栄養状態が不良な子どもの割合（％）
人口１人当たり農業・漁業産出額（万円 /人）
人口千人当たり若年死亡者数（人）
健康寿命（歳）
人口１万人当たり交通事故による死亡者数（人）
保育園・幼稚園待機児童率（％）
中学校卒業者の進学率（％）
学力調査の平均正答率（％）
女性千人当たり性犯罪の認知件数 (件)
家事従事者に関するジェンダーパリティ指数（－） 
管理的職業のジェンダーパリティ指数（－） 
水道普及率（％）
汚水処理人口普及率（％）
人口１人当たり生活用水使用量（m³/ 人)
電気を受電可能な人口比率（％）
人口１人当たり再生可能エネルギー導入容量（kW）
最終エネルギー消費量当たり域内総生産（百万円 /TJ） 
人口１人当たり域内総生産の伸び率（％）
失業率（％）
就労、就学及び職業訓練のいずれも行っていない15～24歳人口の割合 （％）
従業者１人当たり製造品付加価値額 （百万円 /人）
付加価値額百万円当たりCO₂排出量（tCO₂/ 百万円 )
人口 10万人当たり特許出願数（百件）
世帯所得300万円未満の世帯の割合の減少率（％)
労働分配率（％）
外国人労働者の失業率（％）
最低居住面積水準未満の住宅に住む人口の割合（％）
公共交通カバー率（％）
SPM濃度（μg/m³)
域内総生産当たり事業系ごみの排出量（t/万円 )
有害廃棄物の処理率（％）
リサイクル率（％）
人口10万人当たり水災害危険地域の居住者数（万人）
人口10万人当たり熱中症搬送者数（人）
人口１人当たりCO₂排出量（tCO₂/ 人 )
河川 BOD（mg/L)
漁獲物・収獲物の販売金額変化率（－）
人口10万人当たり漁業関連法令違反の検挙件数（件)
森林面積の変化率（2010年を 1）
人口 10万人あたり動植物の密猟及び違法取引件数（件)
定着が確認された特定外来生物種数（種)
人口 10万人当たり殺人事件の認知件数（件)
小学生千人当たり児童虐待相談件数（件)
選挙投票率（％）
財政力指数（－） 
SDGs 推進率（％）
人口10万人当たり姉妹都市数（都市）

No SDGs 達成度評価指標 関連するSDGs 特に意識すべき事業方向※

Osaka “笑” Indicator ? ー「笑い」が SDGs につながる？ー 特に意識すべき事業 ページ
【全業種】「笑い」と主観的幸福感等に関する評価 

SDGs達成度評価指標とは？

本書で使用する様々な達成度指標は、国際連合地域開発センター（UNCRD）をはじめとした『地方自治体SDGs 達成度
評価』編集委員会が2023年9月に公開したレポート「2030年までの道筋：地方自治体SDGs達成度評価2023」で開発
された「SDGs達成度指標」に基づき指標を選定しています。
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各ゴールのデータは「地方自治体SDGs達成度評価DATA BOOK2015ｰ2023」に基づい
ており、大阪府が作成する各種計画の指標とは出典が異なる場合がございます。また統計
データによっては更新頻度等の違いにより、各年次時点の最新年を使用しています。

ゴール1は貧困に関する目標です。貧困は途上国だけの問題ではなく、先進国においても、経済格差の拡
大や、教育、医療、インフラなど必要なサービスの提供が不足するなど、重要な問題です。

相対的貧困率（％）相対的貧困率（％） 生活保護受給世帯率（％）生活保護受給世帯率（％） 人口10万人当たりホームレス
数（人）
人口10万人当たりホームレス
数（人）

全世帯に対する、生活保護の被保護世帯の
割合です。

都市公園、河川、道路、駅舎、その他の施設
を故なく起居の場所とし、日常生活を営ん
でいる方の割合を示しています。

世帯所得200万円未満の世帯の、全世帯に
対する割合を示しています。

ゴール２は栄養不良だけでなく食料生産も含めた課題を示しています。 日本においては、農業の持続可能
性や食料生産が重要であるほか、子どもの栄養不良なども重要な社会課題です。

栄養状態が不良な子どもの
割合（％）
栄養状態が不良な子どもの
割合（％）

人口１人当たり農業・漁業
産出額（万円/人）
人口１人当たり農業・漁業
産出額（万円/人）

「栄養状態が不良」とは、特定の栄養が不足
している場合や栄養過多の状態も含まれて
います。

その地域の農業･漁業産出額を人口で除し
た指標です。1人当たりの食料生産額を示
しています。

「栄養失調」には、食糧の不足だけでなく、高
齢者の消化吸収能力の低下や摂食障害な
どが含まれています。

全国平均

2.44

人口10万人当たり栄養失調に
よる死亡者数(人)
人口10万人当たり栄養失調に
よる死亡者数(人)

2015年
0.45

2019年
0.42

2023年
0.40

全国平均

2.41

全国平均

8.20

2015年 2019年

21.5

全国平均

18.0

全国平均
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ゴール３は健康や安全等に関する目標です。個人のライフスタイルの改善だけではなく、医療へのアクセ
スや所得格差など背景にある社会課題への取組みがあわせて必要です。

人口千人当たり若年死亡者数
（人）

人口千人当たり若年死亡者数
（人）

健康寿命(歳)健康寿命(歳) 人口１万人当たり交通事故に
よる死亡者数(人)
人口１万人当たり交通事故に
よる死亡者数(人)

健康寿命とは、日常生活に制限のない程度
の状態で生活することが可能な生存期間
を示す指標です。

人口あたりの交通事故による死亡者数で
あり、死亡に至るような交通事故への遭遇
リスクを示しています。

30～ 69歳の人を「若年」と定義し、全人口
に対する、高齢になる前に何らかの理由で
死亡した方の割合を示しています。

（若年の定義はSDSNによる）

ゴール４は教育等に関する目標で、幼児教育から高等教育まで幅広い年代が対象です。児童の就学率に世
帯の貧困が影響するなど、教育は子育て世代のみならず社会全体の問題です。

保育園・幼稚園待機児童率（％）保育園・幼稚園待機児童率（％） 中学校卒業者の進学率（％）中学校卒業者の進学率（％） 学力調査の平均正答率（％）学力調査の平均正答率（％）

中学校卒業後に高等学校や高等専門学校
等に進学した生徒の割合を示しています。

中学生の学力調査における全教科平均の
正答率を示しています。毎年の試験難易度
も変動するため、参考データであることに
留意してください。

待機児童数を申込児童数で除した値です。
保育園や幼稚園に入りたくても入れない児
童の割合を示しています。

2015年 2019年 2023年

全国平均

0.13

全国平均

99.1

全国平均

56.6

全国平均

1.50

全国平均

0.2875.0
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ゴール５はジェンダーに関する目標です。世界の諸外国に比べて日本は低い順位にあり、特に収入や管理
職比率など男女の経済的な格差が大きいことが要因とされています。

女性千人当たり性犯罪の認知
件数（件）
女性千人当たり性犯罪の認知
件数（件）

家事従事者に関するジェンダー
パリティ指数（-）
家事従事者に関するジェンダー
パリティ指数（-）

管理的職業のジェンダー
パリティ指数（-）
管理的職業のジェンダー
パリティ指数（-）

この指数は、家事従事者が少ないほう（男
性）を多いほう（女性）で割った値であり、1
に近いほど平等、0に近いほど不平等を示
しています。

女性人口当たりの警察等捜査機関によって
性犯罪の発生が認知された件数で、犯罪へ
の遭いやすさを示しています。

この指数は、管理的職業が少ないほう（女
性）を多いほう（男性）で割った値であり、1
に近いほど平等、0に近いほど不平等を示
しています。

ゴール６は水と衛生に関する目標です。飲料水と衛生設備は世界の深刻な問題であり、新製品の開発や技
術支援など企業の立場からもできることがあります。

水道普及率（％）水道普及率（％） 汚水処理人口普及率（％）汚水処理人口普及率（％） 人口１人当たり生活用水使用量
（㎥/人）

人口１人当たり生活用水使用量
（㎥/人）

下水道、農業集落排水施設等、浄化槽等の
いずれかの施設と接続している人口の割
合を示します。

1人当たりの生活用水使用量であり、その
地域で生活している人が１年間で使用して
いる水の量を示しています。

水道普及率は上水道を使用できる人口の
割合を示しています。日本ではほぼ全世帯
に近い世帯で上水道利用が可能です。

全国平均

92.9

全国平均

0.09

全国平均

0.19
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0.10

全国平均
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ゴール７は再生可能エネルギー等に関する目標です。また、日本は世界的に見てもエネルギー自給率が低
く、「経済」と「環境」の好循環の創出には企業の挑戦的な技術改革等が必要不可欠です。

人口１人当たり再生可能
エネルギー導入容量（kW）
人口１人当たり再生可能
エネルギー導入容量（kW）

最終エネルギー消費量当たり
域内総生産（百万円/TJ）
最終エネルギー消費量当たり
域内総生産（百万円/TJ）

その地域に設置されている太陽光発電や
風力発電をはじめとした再生可能エネル
ギーの発電容量を示しています。

エネルギー 1単位（TJ：テラジュール）当た
りで生み出せるその地域の総生産を示して
います。経済活動のエネルギー生産効率を
表しています。

電気を受電可能な人口の割合を示してい
ます。日本全体で100％であると仮定※し
ており、年次による変動はありません。

ゴール８は経済成長と雇用等に関する目標です。ワークライフバランスやイノベーションなど企業にとって
も身近なテーマとなっています。ここでの指標を参考に自社のデータを収集してみるのもよいでしょう。

人口１人当たり域内総生産の
伸び率（％）
人口１人当たり域内総生産の
伸び率（％）

失業率（％）失業率（％）

15歳以上で働く意思のある労働力人口に
対する失業者数の割合です。地域の雇用や
景気状況を示しています。

いわゆるニートの割合を示しており、若年層
の雇用機会や教育機会の不足を表していま
す。日本ではニートの定義は34歳以下です
が、本指標ではSDGsの基準に合わせてい
ます。

人口当たりの地域内の総生産（農業生産額
や製造品出荷額、商品販売額などの合計）
の毎年の伸び率を示した指標です。

電気を受電可能な人口比率（％）電気を受電可能な人口比率（％）

就労、就学及び職業訓練のいずれも
行っていない15～24歳人口の割合（％）

0.15

0.08

0.12

全国平均

0.66

2.69

全国平均

-4.34
全国平均

3.85
全国平均

2.71

全国平均

57.7

※Global Tracking Framework（世界銀行）
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ゴール９は付加価値額や特許など技術革新に関する目標です。企業の市場価値や技術革新の測定に有用な
指標が多く、従業者数とあわせて検討すれば労働生産性を評価する指標にもなります。

ゴール10は所得や雇用の公平性に関する目標です。国や地域における格差是正だけでなく、立場や性別、
人種等を理由とする差別を無くしていく必要があります。

従業者１人当たり製造品付加
価値額 （百万円/人）
従業者１人当たり製造品付加
価値額 （百万円/人）

付加価値額百万円当たりCO₂
排出量（tCO₂/百万円）
付加価値額百万円当たりCO₂
排出量（tCO₂/百万円）

人口10万人当たり特許出願数
（百件）

人口10万人当たり特許出願数
（百件）

付加価値額百万円を生み出す過程におけ
るCO₂排出量であり、経済活動の環境効率
を示しています。

付加価値額とは、収入から費用総額を除い
たもので、製造業において従業員1人あた
りが生み出す価値を示します。

人口当たりの特許出願数を示しており、そ
の地域でのイノベーションの起きやすさを
示した指標です。

世帯所得300万円未満の世帯の
割合の減少率（％）
世帯所得300万円未満の世帯の
割合の減少率（％）

労働分配率（％）労働分配率（％） 外国人労働者の失業率（％）外国人労働者の失業率（％）

企業が生み出した付加価値額のうち、どれ
だけが労働者に分配されているかを表して
います。

失業率のうち、外国人労働者に焦点を当て
た指標です。ゴール８の日本全体での失業
率の比較も重要となります。

所得階層の低い世帯の割合の減少率です。
所得格差の不平等の改善の程度を示して
います。

全国平均

1.62 全国平均

58.4 全国平均

5.08

36.4

38.2

40.2
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14.4
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ゴール11は住宅や居住環境についての目標です。住宅供給や交通アクセス等の課題解決とあわせて、ラ
イフスタイルや価値観の変化に対応した持続可能なまちづくりが重要です。

最低居住面積水準未満の住宅
に住む人口の割合（％）
最低居住面積水準未満の住宅
に住む人口の割合（％）

公共交通カバー率（％）公共交通カバー率（％） SPM濃度（μg/m³）SPM濃度（μg/m³）

鉄道駅から800m以内、またはバス停から
300m以内に住んでいる人口の割合を示
しています。

大気中に含んでいる浮遊粒子状物質(SPM)の
濃度であり、大気汚染の評価基準の１つです。

最低居住面積水準とは、国が示す、世帯人
数に応じた、健康で文化的な住生活を送る
ための最低面積です。

ゴール12は廃棄物等に関する目標です。日本は先進諸国に比べてごみのリサイクル率が低く、計算方法や
ごみの処理方法等の違いはありますが、資源循環についてより一層意識を高めていく必要があります。

有害ごみや危険ごみ等で収集されるもの
（その他のごみ）のうち、直接埋め立て以外
の方法で処理されたごみの割合を示して
います。

ごみの搬入量のうち、資源化し原料や燃料
などで再利用されたごみの割合を示してい
ます。

総生産あたりに生じる事業系ごみの排出量
であり、経済活動の環境効率を表す指標の
1つです。

域内総生産当たり事業系ごみの
排出量（t/万円）
域内総生産当たり事業系ごみの
排出量（t/万円）

有害廃棄物の処理率（％）有害廃棄物の処理率（％） リサイクル率（％）リサイクル率（％）

全国平均

79.4

全国平均

79.8
全国平均

12.5

全国平均

19.9

全国平均

6.59

全国平均

212

290

309

315

ゴ
ー
ル
か
ら
探
す

��
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
　

��
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

��



ゴール13は気候変動の「緩和」と「適応」の両方に関する目標です。原因となるCO₂削減に取り組みな
がら、気候変動への適応を機会と捉え、製品やサービス等に展開していくことも企業の役割といえます。

人口10万人当たり水災害危険
地域の居住者数（万人）
人口10万人当たり水災害危険
地域の居住者数（万人）

人口10万人当たり熱中症
搬送者数（人）
人口10万人当たり熱中症
搬送者数（人）

人口１人当たりCO₂排出量
（tCO₂/人）

人口１人当たりCO₂排出量
（tCO₂/人）

毎年概ね5月から9月の間に、熱中症により
救急搬送された患者数の割合を示していま
す。

国や地方自治体が発表している洪水浸水
想定区域内に住む人口の割合を示してい
ます。

その地域の産業や家庭、交通などすべての
分野で排出されるCO₂排出量を総人口で
除した値です。

ゴール14は海洋資源等に関する目標です。海洋汚染の防止等の保全対策に加えて、適切な資源管理等が
生態系の回復、ひいては漁業の持続可能性の向上に繋がります。

河川BOD（mg/L）河川BOD（mg/L） 漁獲物・収獲物の販売金額
変化率（-）
漁獲物・収獲物の販売金額
変化率（-）

人口10万人当たり漁業関連
法令違反の検挙件数（件）
人口10万人当たり漁業関連
法令違反の検挙件数（件）

漁獲物や収穫物の年毎の変化を示すもの
であり、1を下回ると、漁獲量や産業基盤、
資源量が低下していることを示していま
す。

本指標は人口10万人当たりの漁業関連法
令違反（密漁）の件数を表しており、資源管
理の適切性を測る指標です。

BODとは、生物化学的酸素要求量のことで
水質の環境基準の１つです。値が大きいほ
ど、河川の自浄作用や魚類をはじめとする
水生生物の環境が悪化します。

全国平均

1.42
全国平均

09.0

全国平均

7.34

全国平均

2.15

全国平均

72.9全国平均

4.29

41.9
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ゴール15は森林と陸域生態系に関するデータです。直接的に影響を及ぼす範囲のみならず、FSC®認証
製品の調達など、事業活動を通じて持続可能な森林経営への貢献を目指していく必要があります。

人口10万人あたり動植物の密猟
及び違法取引件数（件）
人口10万人あたり動植物の密猟
及び違法取引件数（件）

定着が確認された特定外来生物
種数（種）
定着が確認された特定外来生物
種数（種）

動植物の密漁や違法取引の件数であり、生物
の適正な管理と保護の程度を示しています。

その地域で定着が確認された外来生物種
数を示しています。外来種による地域の生
態系の影響リスクを示しています。

（府内の市町村平均値を使用）

2010年からの森林面積の変化を示したも
のです。もともと森林面積の小さい地域で
は減少しにくい点に留意が必要です。

ゴール16は治安や公正に関する目標です。国や地域の平和の維持のみならず、関連するターゲットにも注
目すると、児童虐待や汚職撤廃など必要な対策や取組みが見えてきます。

人口10万人当たり殺人事件の
認知件数（件）
人口10万人当たり殺人事件の
認知件数（件）

小学生千人当たり児童虐待相談
件数（件）
小学生千人当たり児童虐待相談
件数（件）

選挙投票率（％）選挙投票率（％）

児童相談所への相談件数です。全国的に増
加傾向にありますが、通報しやすさの向上
など、社会環境の正の変化もあることに留
意が必要です。

各年の直近の衆議院議員及び参議院議員選
挙の投票率を示しています。投票率が高いほ
ど、市民や地域の政治参加の意欲が高いこと
を表しています。

警察等捜査機関によって発生が認知され
た殺人事件の認知件数であり、地域の安全
性を示す指標の1つです。

森林面積の変化率（2010年を1）森林面積の変化率（2010年を1）

全国平均

55.9

全国平均

1.00

全国平均

0.68
全国平均

33.4

全国平均

5.76
全国平均

0.11
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ゴール17はあらゆる主体や国、地域でのSDGs推進に向けたパートナーシップに関するデータです。
パートナーシップの強化により、SDGsだけでなく様々な社会課題や地域課題の解決が求められます。

財政力指数（-）財政力指数（-） SDGs推進率（％）SDGs推進率（％） 人口10万人当たり姉妹都市数
（都市）

人口10万人当たり姉妹都市数
（都市）

内閣府による全国自治体アンケートの結果
をもとにした、取組項目の多さを示してい
ます。

財政力指数は、基準財政収入額を基準財政
需要額で除して得た値で、地方自治体の財
政力を表しています。

国内外の自治体間におけるパートナーシッ
プを可視化する指標として、姉妹都市の数
を指標としています。

私のSDGs宣言プロジェクト

全国平均

0.65

全国平均

72.7

90.9

全国平均

1.45

0.94
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SDGs達成のためには、私たち一人ひとりが「自分事」として考え、
具体的に行動することが不可欠です。持続可能な開発目標というと、
壮大で難しく「自分には関係ない」、「できることがない」と感じる
かもしれませんが、私たちの日々の生活の中にもSDGsの達成につ
ながる身近な行動や取組みがたくさんあります。
「私のSDGs宣言プロジェクト」は、府民や府内企業・団体などあら
ゆるステークホルダーの皆さんに、自らが行う SDGs の達成に向け
た行動を宣言していただくものです。皆さんから寄せられた宣言は、
大阪府ホームページ等で紹介し、多くの人々に共有されています。
SDGsは、私たち一人ひとりの意識と行動から始まります。皆さん
が取り組むSDGsアクションをぜひ宣言し、共に持続可能な未来を
築いていきましょう。

私のSDGs宣言プロジェクト▶



本書では、SDGsに関連する様々なデータを取り上げていますが、客観的な数値だけでは捉えきれない人々の生活の質や幸
福感といった主観的な側面も、SDGsの達成には不可欠なものです。そこで今回、大阪らしさの象徴である「笑い」と、主
観的な「幸せ」や「健康感」などに関するアンケート調査を実施しました。

【アンケート調査の概要】
調査方法：民間の調査会社が保有するモニターを対象としたインターネットアンケート調査
調査対象：国勢調査結果に基づく性・年代・居住地の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000 人
実施期間：2024年 12月 19日～ 12月 20日

アンケートでは、｢笑い｣、「価値」、「満足度」、「幸せ」、「不安」、「健康感」の6項目について、0から10までの11段階
で回答してもらいました。その結果、 ｢笑い｣と「幸せ」、「満足度」、「価値」、「健康感」には、それぞれ正の相関がみ
られました。大阪らしさの象徴である「笑い」を増やすことが、人々の幸せや健康感の改善、ひいてはSDGsの達成
につながるかもしれません。

グラフの見方：このグラフは、各設問に対し
て回答者に11段階で回答してもらい、その
結果を割合で示したものです。

相関係数：1 に近いほど強い関係があり、0
に近いほど関係がありません。

●

●

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 全体として、あなたが取り組んでいるこ
とに対してどの程度「価値」を感じてい
ますか

全体として、あなたは自分の人生にどの
程度満足していますか

全体として、昨日、どの程度不安を感じ
ましたか

ご自身の現在の健康状態をどのように
評価されていますか

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

あなたは、この１年間、
よく笑いましたか

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

全体として、昨日、どの程度幸せを感じ
ましたか

0.66
0.590.70

0.72 0.14

��



Osaka SDGs ビジョンは、2025年大阪・関西万博の開催
都市として、世界の先頭に立ってSDGsの達成に貢献する
「SDGs先進都市」を実現するため、大阪がめざすSDGs先
進都市の姿を明確にし、府民や企業、市町村など、様々な
ステークホルダーと共有することで、オール大阪でSDGsの
新たな取組みの創出を図っていくことを目的に、2020年3
月に策定しました。
ビジョンでは、「様々なステークホルダーの取組みを相互に
つなぎ合わせていく」、「府自らもSDGsに貢献する」といっ

た「府の役割」や、万博に向けSDGs先進都市としての基盤
を整えながら 、万博のレガシーとしてSDGs先進都市を実
現していくといった「取組工程」等を示しています。また、
ゴールごとの到達点の分析、府民・企業等が重要と考える
ゴールの調査等を踏まえ、課題を克服すべきゴールや世界
に貢献できるゴールを「重点ゴール」として位置づけてい
ます。ビジョンに沿って、2030年に向け、日本全体や世界
とのつながりの中で、先頭に立って世界とともにSDGsを達
成していきます。

��

大阪府では、2030年に向け、大阪・関西を中心とした
SDGsアクションを加速化させるため、2023年度から
「OSAKA SDGs Forum」を開催しています。このフォー
ラムは、内閣府や国連機関、自治体、企業、NPO、ユー
ス世代など様々なステークホルダーが一堂に会し、国内
外におけるSDGsに関する動向のほか、これまでのSDGs
アクションから得たノウハウや知見を共有し、参加者同
士で学びあえるイベントになっています。さらに、参加

者同士の交流会も設けられており、このイベントをきっか
けに新たな共創が生まれています。
2025年 度 は、大 阪・関 西 万 博 の 会 場 内 で「OSAKA 
JAPAN SDGs Forum」として開催します。地球規模の
様々な課題に取り組むため、世界各地から英知が集まる
場である万博において、先進的なアクションを広く国内
外へ発信し、世界のSDGs達成に向けた貢献をめざして
いきます。なお、これまでに開催したフォーラムの様子
は大阪府ホームページから視聴いただけますのでぜひご
覧ください。

令和6年度 「OSAKA KANSAI SDGs Forum」登壇者 交流会の様子

2025年大阪・関西万博に向けて取り組む「重点ゴール」

重点
ゴールⅡ

ゴール１
「貧困」

ゴール１１
「持続可能都市」

ゴール4
「教育」

ゴール12
「持続可能な
生産と消費」

他のゴールを集約しながら、様々な課題解決にバランスよく貢献

「ゴール３に関連する横断的な課題としての取組み」

ゴール３ 重点
ゴールⅠ「健康と福祉」

“いのち”や暮らし、次世代の課題としての取組み

OSAKA SDGs Forum▲

大阪府におけるSDGsの取組み▶



マイボトルで社会も暮らしももっと豊かに

当社では、事業を通じて暮らしの
課題、社会の課題解決に寄与し
ていくため、SDGsをはじめとす
る国際的な基準やガイドライン
等を参考に重要課題を特定し、

「CO₂排出量の削減」や「女性管
理職比率」等の課題に応じた目
標設定を行っています。

地域とともに楽しく取り組む「食の循環」

当社では、基本理念に基づき「サ
ステナビリティ経営方針」を定め、
地域の一員として、地域社会の健
全で持続的な発展への貢献を目
指しています。具体的な取組みの
推進にあたっては、地域共創型の
活動を柱として位置づけ、地域の
課題に対して、地域の事業者、生
活者もパートナーとして、共に考
え、アクションを起こしていくこと
を大切にしています。

地域共創型活動として取り組んでいる課
題に「食品廃棄物の削減」があります。
2022年7月に兵庫・川西エリアからス
タートしたプロジェクトでは、家庭の生
ごみをコンポストで堆肥化する「フード
ロスゼロチャレンジデイズ」や、廃棄予
定の食材を使った「サルベージ・パーティ
®（サルパ）」などの生活者の意識変容・
行動変容につながるイベントを実施して

詳しい情報は、
「食とわwebサイト」
をご参照ください 。

マイボトル洗浄機 （大阪 ・関西万博会場モデル） 

万博運営参加特別プログラム認定

給茶スポット

きました。さらには、プロジェクトを通
じて得られたパートナーシップを基に、
企業・団体・自治体が一体となって、食
べものの循環について考え、行動する「食
とわ」プロジェクトを2025年1月より本
格稼働しています。今後も、地域の事業
者や生活者が協力し、楽しみながら食品
廃棄物削減に取り組む基盤づくりを進め
ていきます。

マイボトルを通じて持続可能な社会をめ
ざす活動を2006年から続けています。購
入したドリンクをマイボトルにリフィル
してもらえる「給茶スポット」の設置・
紹介や使い捨て容器を減らす「リユース
カップシェアリングサービス(実証事業)」
のほか、大阪府の推進する「おおさかマ
イボトルパートナーズ」にも参画してい
ます。さらには、マイボトルを洗う手間

を減らすため、外出先でも簡単に洗浄で
きる「マイボトル洗浄機」を協力企業と
ともに開発しました。マイボトル洗浄機
は、企業オフィス向けに設置を拡大して
いくほか、2025年の大阪・関西万博の会
場各所にも設置されます。今後もマイボ
トルをもっと手軽に、日常的に使っても
らうための取組みを推進していきます。

詳しい情報は、
「象印マホービン
ウェブサイト」を
ご参照ください。

※「サルベージ・パーティ」は一般社団法人フードサルベージの登録商標です

��



セレッソ大阪と育むワクワクする未来

サッカーの試合でどのぐらいのCO₂が排
出されているか知っていますか？当社で
はSDGsパートナーである大阪ガス、ヤン
マーと協働で、Ｊ－クレジットやグリーン
電力を活用し、Ｊリーグ全ホームゲームの
CO₂排出を実質ゼロにする「CO₂ゼロ
チャレンジ」に取り組んでいます。これ
により、クラブ全体のカーボンニュート
ラル実現に向けた活動を推進しています。

さらに、教育機関や自治体と連携し、小
学生を対象とした読書手帳の配布や、ア
ンバサダーによる体力向上プログラムな
ど、子どもたちの学習意欲、健康増進に
繋がる取組みも行っています。スポーツ
を通じてSDGsの達成を目指し、次世代の
ための豊かな社会や地域づくりに貢献し
ていきます。

当社では、SDGs達成に向けた取
組みのさらなる強化を目的に、
2024年4月に「SDGsパートナー
制度」を新設し、同年8月には専
門部署として「サステナビリティグ
ループ」を立ち上げました。2025
年1月には「サステナビリティポリ
シー」を策定し、優先的に取り組
む重点課題を設定しました。

“人”を中心とした新たな「働く」をデザインする

近年、企業価値を高める経営手法として
「人的資本経営」が注目されています。当
社では、オフィスデザインや働き方コン
サルティング等の事業活動を通じて、世
の中の人的資本の価値最大化に貢献して
います。自社においても、人的資本経営
を軸に課題や戦略を体系的に整理し、「従
業員のエンゲージメントスコア」や「女
性管理職比率」をKPIに設定しています。
KPI達成に向けては、働く環境への投資、

インターナルコミュニケーションの強化、
女性活躍やグローバル人材育成を目指す
コミュニティ活動の拡充などを行ってい
ます。働き方が多様化していく中で、オ
フィスの重要性はより高まっています。
今後も、働く場を取り巻くさまざまな課
題を解決し、社会で働く人々のウェルビー
イングの向上と幸せの実現に貢献してい
きます。

当社は、大阪発祥のオフィス家具
メーカーです。私たちは、重要課
題に「社会と人々を幸せにする」

「会社と社員が幸せになる」を掲
げ、全社でサステナビリティ活動
を推進しています。活動における
KPIの達成状況や、環境・社会・ガ
バナンスに関する詳細データは、
ESGデータブックにて開示してい
ます。

読書手帳、 体力向上プログラム

詳しい情報は、
「セレッソ大阪公式
ホームページ」を
ご参照ください。

イトーキ大阪ショールームの“働く場” 女性活躍推進コミュニティ 「SPLi」の活動

詳しい情報は、
ウェブサイト
「サステナビリティ」
をご参照ください。
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2

ターゲット一覧

ここでは、169のターゲットについてゴール別に紹介します。関連する指標のページをあわせて掲載していますので、どの
ような目標達成に影響しているか、指標とターゲットをあわせて確認してみましょう。
また、同一番号のゴールだけでなく、他のゴールの指標と関連しているターゲットについては、指標名とページ数を付記し
ていますので、こちらもあわせて確認してみて下さい。

各ゴールの指標（P5～13）には、関連するターゲットを
あわせて記載しています。同じゴールの指標でもアプ
ローチするターゲットが違う場合や異なるゴールのター
ゲットを複合的に解決できる場合等もありますので、ター
ゲットの内容にもぜひ注目してみて下さい。

相対的貧困率（％）相対的貧困率（％）
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大阪府 政策企画部 企画室 連携課
〒540-8570　大阪市中央区大手前 2丁目　
大阪府庁本館 3階
Mail：osaka_SDGs@gbox.pref.osaka.lg.jp

本書を許可なく、複製・頒布することを禁じます。本書に掲載されたデータの使用によって生じるいかなる損害にもその責任を負いません。

https://www.pref.osaka.lg.jp/o020050/kikaku_keikaku/sdgs/index.html

